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常
ひ た ち

陸山
や ま

谷
た に

右
え

衛門
も ん

近代相
す

撲
もう

の基
き そ

礎を築
きず

いた大横
よこ

綱
づな

　水戸市

　明治７年 (1874) －大正 11年 (1922)。水戸宝鏡院門前町〔水戸市城東〕
生まれ。本名は市毛谷。水戸中学校〔水戸一高〕に入学するも，父の事業
失敗等により３年で退学し上京。明治 23年（1890），出羽ノ海運右衛門（先
代常陸山虎吉）に弟子入り。同 25年（1892），東序の口 16枚目「御西山」
の四股名で初土俵。同 27 年 (1894），西幕下に上がり四股名を「常陸山」
に改める。同 36 年（1903），横綱となり，以後，大正３年（1914）の引
退まで，「心技体」三拍子揃った横綱として，梅ヶ谷とともに活躍し相撲人
気を高める。幕内通算成績は 150 勝 15 敗 22 引分２預かりであった。引
退後は国技館の再建などに取り組むと共に，相撲協会の発展に尽くし，近
代相撲の基礎を築きあげる。

　常陸山谷右衛門は，水戸下
しもいち

市の宝
ほう

鏡
きょう

院
いん

門
もん

前
ぜん

町
まち

〔水戸市城
じょうとう

東 1丁目あたり〕に市
いち

毛
げ

家
の長男として生まれました。市毛家は代

だいだい

々武
ぶじゅつ

術に優
すぐ

れた家
いえがら

柄で，父も剣
けんどう

道の達
たつじん

人でした。
そのためか，少年時代の谷右衛門も運動が得意で，腕

わんりょく

力も強く，河原でとる相撲や水泳
では，誰

だれ

もかないませんでした。また谷右衛門は勉強もできたので，小学校を終えると
当時の水戸中学校〔水戸一高〕に進みました。しかし，谷右衛門が中学校に入ったころ
から，父の水運会社の経

けいえい

営が傾
かたむ

いてきて，中学 3年生の時，父の会社は倒
とうさん

産し，一家は
破
は

産
さん

，谷右衛門も中学を退
たいがく

学します。
（自分の力で，市毛家の暮

く

らしをまた元のようにしたい。でも，いったい何ができるの
だろう。そうだ，自分の体を生かす相撲取りになろう。体一つで勝負できる相撲の世界
こそ，今の自分にできるただ一つの道だ。）
　こう考えた谷右衛門は，「武士の子どもが相撲取りなんぞになるとは。」という父や祖
父の猛反対を押

お

し切り，同じ水戸出身の出
で わ

羽ノ海
うみ

運
うん

右
え

衛門
もん

に入門します。谷右衛門は，
はじめは徳

とくがわみつくに

川光圀（P.45 参
さん

照
しょう

）ゆかりの西
せいざんそう

山荘からシコ名をとり，「御
お

西
にしやま

山」と名乗り
ました。生まれつきのしなやかなバネのような体と厳

きび

しい稽
けい

古
こ

で，谷右衛門はぐんぐん
強くなり，番

ばんづけ

付も順調に上がっていきました。
そして，明治 27 年 (1894)，幕

まくした

下に入るととも
にシコ名を「常陸山」と改めます。一時東京を
離
はな

れますが，東京相撲にもどってからは，これ
まで以上に稽古に打ち込みます。幕下から十両
へ進み，そして明治 32 年 (1899) に入幕，同
34 年 (1901) には大関に昇

しょう

進
しん

しました。谷右衛
門が順調に出世街

かいどう

道を進むことができた理由の
一つにライバル梅

う め が た に

ヶ谷の存
そんざい

在があげられます。 常陸山の引退相撲（茨城新聞社提供）

（茨城新聞社提供）
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互
たが

いに力と技
わざ

を競
きそ

い合う二人の勝負によって，相撲人気はぐんぐん上がっていきました。
そして明治 36年 (1903)，谷右衛門と梅ヶ谷はそろって横綱へと昇進しました。
（ついに横綱になった。しかしこれからが大切だ。技や力だけではなく ,心もみがき，人々
から尊

そんけい

敬されるような立
りっ

派
ぱ

な横綱になろう。そして相撲が国民すべてから愛
あい

されるよう
にしていこう。）
　そう決意した谷右衛門は，大正 3年 (1914) に引

いんたい

退するまで，梅ヶ谷とともに現
げんざい

在の
ような相撲人気の礎

いしずえ

を築いていきます。
　引退した常陸山は，出羽ノ海部屋を継

つ

ぎ，親方として多くのすぐれた弟
で し

子を育てると
ともに，相撲協

きょう

会
かい

の役員として，相撲界全体の発
はってん

展に尽
つ

くしました。特に，火事によっ
て焼

しょう

失
しつ

してしまった国技館の再
さいけん

建に力を注ぎ，大正 9年 (1920)，見事に実
じつげん

現します。
（国技館の再建は，私一人の喜びではない。相撲界全体の，そして国民全体の喜びとな
ってほしい。そのためにも相撲取りはただ強さを追い求めるのではなく，心も鍛

きた

え，国
民から尊敬されるようにならなければならない。そしてこの国技館こそが，鍛え上げら
れた心と体がぶつかりあう舞台なのだ。）
　再建された国技館では，力士たちによる熱戦が繰

く

り広げられ，連日大入り満
まんいん

員となり，
常陸山の願

ねが

いのとおり，相撲は名実ともに「国技」となっていくのです。しかし，それ
から 2年後の大正 11 年 (1922)6 月 19 日，常陸山は 48 歳

さい

で，その生
しょう

涯
がい

を閉じます。
その死は，相撲界のみならず，多くの国民に惜

お

しまれました。

常陸山生
せ い

誕
た ん

の地
所在地　水戸市城東１－５，２－１－４
内　容　 生誕地碑

ひ

のほか，常陸山像
ぞう

，相撲豆知
ち

識
しき

看
かん

板
ばん

が設置されています。

『水戸の先達』（水戸市教育委員会・２０００）

『郷土史にかがやく人びと』（青少年育成茨城県民会議・１９７１）

水戸一高
水戸赤十字病院
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